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一
九

研　

究　

資　

料

滋
賀
・
菅
山
寺
蔵
十
一
面
観
音
菩
薩
立
像

津　

田　

徹　

英

　
　

は
じ
め
に

一
、
基
礎
デ
ー
タ

二
、
作
風
等
に
つ
い
て

　
　
　

は
じ
め
に

　

菅
山
寺
に
伝
え
ら
れ
た
十
一
面
観
音
菩
薩
立
像
（
以
下
、
本
像
、
図
版
1
、
2
、
挿
図
1
）
は
、

奈
良
時
代
に
遡
る
木
心
乾
漆
造
で
あ
る
こ
と
が
近
年
、
再
確
認
さ
れ
る
に
至
り
（
（
（

、
そ
の
存
在
が
改

め
て
注
目
を
集
め
た
尊
像
で
あ
る
（
（
（

。

　

本
像
を
伝
え
た
菅
山
寺
は
、
福
井
県
と
岐
阜
県
に
県
境
を
接
す
る
湖
北
の
余
呉
（
滋
賀
県
長
浜

市
余
呉
町
）
坂
口
に
所
在
し
、
余
呉
湖
に
近
い
大お
お

箕み

山や
ま

（
標
高
四
三
二
メ
ー
ト
ル
）
の
山
頂
近
く
に

所
在
す
る
寺
院
（
真
言
宗
豊
山
派
）
で
あ
る
。

　

嘉
吉
元
年
（
一
四
四
一
）
撰
述
の
『
興
福
寺
官
務
牒
疏
（
（
（

』
や
、
元
亀
二
年
（
一
五
七
一
）
に
ま

と
め
ら
れ
た
寺
蔵
の
『
菅
山
寺
縁
起
』
に
拠
れ
ば
（
（
（

、孝
謙
天
皇
の
御
宇
・
天
平
宝
字
八
年
（
七
六
四
）

に
「
大
箕
寺
」
と
し
て
開
創
さ
れ
た
と
伝
え
、
そ
の
後
、
寛
平
元
年
（
八
八
九
）
に
当
地
ゆ
か
り

の
菅
原
道
真
（
（
（

に
よ
り
復
興
が
な
さ
れ
、
そ
の
名
に
因
ん
で
「
大
箕
山
菅
山
寺
」
と
改
め
ら
れ
た
と

い
う
（
（
（

。

　

本
像
が
『
興
福
寺
官
務
牒
疏
』
や
『
菅
山
寺
縁
起
』
に
伝
え
ら
れ
る
奈
良
時
代
の
開
創
の
時
期

と
直
接
結
び
つ
く
か
ど
う
か
は
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
、
本
像
が
木
心
乾
漆
造
の

技
法
で
奈
良
時
代
に
造
立
さ
れ
た
事
実
は
変
わ
ら
な
い
。
造
立
以
来
、
千
数
百
年
も
の
歳
月
に
耐

え
つ
つ
も
、
伝
世
の
過
程
で
像
表
面
を
中
心
に
補
修
が
な
さ
れ
て
き
た
た
め
、
目
視
だ
け
で
は
肝

心
の
木
心
乾
漆
造
の
構
造
・
技
法
の
詳
細
が
十
分
に
把
握
で
き
な
か
っ
た
。
機
会
を
得
て
、
平
成

二
十
四
～
二
十
六
年
科
学
研
究
費
助
成
事
業
（
基
盤
研
究
（
B
）
一
般
）「
近
江
の
古
代
中
世
彫
像

の
基
礎
的
調
査
・
研
究
―
基
礎
デ
ー
タ
と
画
像
蓄
積
の
た
め
に
―
」（
代
表
・
津
田
徹
英
）
の
一
環

と
し
て
、
保
存
修
復
科
学
セ
ン
タ
ー
の
犬
塚
将
英
氏
に
よ
っ
て
X
線
透
過
撮
影
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、
滋
賀
県
ゆ
か
り
の
日
本
彫
刻
史
研
究
者
と
共
同
で
熟
覧
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
（
（
（

。
こ
こ
で

は
そ
の
報
告
を
兼
ね
て
得
ら
れ
た
Ｘ
線
透
過
画
像
を
提
示
し
、
奈
良
時
代
の
木
心
乾
漆
造
の
遺
例

挿図 1 –（1）　十一面観音菩薩立像　滋賀・菅山寺

挿図 1 –（2）　同　像底
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二
〇

と
し
て
以
後
の
研
究
に
資
す
る
こ
と
を
期
し
た
い
。

　
　
　

一
、
基
礎
デ
ー
タ

（1）
法
量
（
単
位
は
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
（
（
（

）

　

像　

高　

一
〇
二
・
八

　

髪
際
高　
　

八
八
・
八

（2）
形
状

　

髻
は
垂
髻
に
結
い
上
げ
る
（
髪
束
を
中
央
三
段
、
左
右
各
二
段
に
振
り
分
け
後
方
へ
な
び
か
せ
る
）。

こ
の
髻
は
現
状
、
平
彫
り
を
呈
す
る
。
表
面
に
乾
漆
（
木
屎
漆
）
を
盛
っ
て
成
形
し
て
い
た
か
ど

う
か
は
明
確
で
な
い
。
地
髪
部
は
乾
漆
を
盛
り
つ
け
て
毛
筋
を
粗
く
刻
ん
だ
髪
束
を
も
っ
て
あ
ら

わ
し
、
正
面
髪
際
で
は
正
中
に
お
い
て
左
右
に
髪
を
振
り
分
け
て
各
五
束
と
し
た
よ
う
で
あ
る
。

額
中
央
に
白
毫
の
痕
跡
を
留
め
る
。
耳
朶
は
環
状
で
貫
通
す
る
。
三
道
相
。

　

着
衣
は
条
帛
、
裙
、
腰
布
、
天
衣
を
各
々
着
け
る
。
こ
の
う
ち
、
条
帛
は
左
肩
に
懸
け
右
脇
腹

に
斜
め
に
わ
た
る
。
胸
前
に
お
け
る
条
帛
末
端
の
処
理
は
、
斜
め
に
わ
た
る
条
帛
の
上
縁
か
ら
内

側
に
折
り
込
む
。
背
面
で
は
両
肩
に
懸
か
る
天
衣
の
下
層
左
寄
り
に
お
い
て
条
帛
の
末
端
が
あ
ら

わ
れ
垂
下
す
る
。
裙
は
正
面
中
央
に
お
い
て
右
前
に
打
ち
合
わ
せ
る
。
両
脚
外
側
の
前
後
に
お
い

て
袋
状
に
た
く
し
あ
げ
を
つ
く
る
と
と
も
に
、
両
脛
の
外
側
で
瓔
珞
に
関
わ
る
と
み
ら
れ
る
ふ
く

ら
み
を
各
一
あ
ら
わ
す
。
裙
の
上
端
を
腹
下
と
臀
部
に
お
い
て
舌
状
に
折
り
返
す
。
腰
布
は
右
前

に
打
ち
合
わ
せ
る
か
（
右
脇
腹
下
の
裙
折
り
返
し
部
の
下
層
に
お
い
て
斜
め
に
現
れ
た
も
の
が
そ
の
衣

縁
と
み
ら
れ
る
）。
さ
ら
に
両
体
側
に
お
い
て
袋
状
に
た
く
し
あ
げ
を
つ
く
る
。
天
衣
は
上
端
を
折

り
返
し
た
も
の
を
背
後
か
ら
両
肩
に
懸
け
、
腋
前
で
細
く
絞
り
つ
つ
垂
下
し
、
左
方
分
を
上
に
し

て
大
腿
の
半
ば
と
膝
部
の
前
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
Ｕ
字
状
に
撓
ん
で
わ
た
り
、
い
ず
れ
も
反
対
側

の
前
膊
の
半
ば
に
懸
か
っ
て
外
側
に
垂
下
す
る
。

　

正
面
を
向
き
、
腰
を
右
に
捻
り
、
左
足
を
や
や
前
に
踏
み
出
す
。
右
腕
を
軽
く
屈
臂
し
つ
つ
垂

下
し
、掌
を
正
面
に
向
け
て
第
一
・
二
指
を
捻
じ
、余
指
を
軽
く
伸
ば
し
て
、二
重
の
数
珠
（
水
晶
製
）

を
執
る
。
左
腕
は
屈
臂
し
て
腹
脇
に
お
い
て
五
指
を
も
っ
て
蓮
華
・
蓮
葉
を
挿
し
た
水
瓶
の
首
を

握
る
。

挿図 2　同 X 線透過画像（頭部 側面）挿図 3　同 X 線透過画像（胸部 側面）
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二
一

（3）
品
質
・
構
造

　

Ｘ
線
透
過
画
像
（
挿
図
2
、
3
）
に
鮮
明
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
像
は
目
の
摘
ん
だ
針
葉
樹
と

み
ら
れ
る
一
材
（
木
心
は
像
左
後
方
に
外
す
よ
う
で
あ
る
）
を
用
い
、
髻
の
頂
よ
り
両
足
枘
の
先
端

ま
で
を
、
右
腕
は
手
首
ま
で
、
左
腕
は
肘
ま
で
含
ん
で
一
木
彫
出
す
る
。
こ
の
頭
体
の
幹
部
材
に

右
手
首
先
、
左
肘
以
下
、
両
足
先
（
足
枘
の
前
半
を
含
む
）
を
各
々
別
材
で
矧
ぎ
付
け
る
。
さ
ら
に
、

耳
は
左
右
と
も
に
耳
半
ば
や
や
下
付
近
に
お
い
て
金
属
製
の
釘
が
前
後
二
か
所
で
打
ち
つ
け
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
Ｘ
線
透
過
画
像
に
よ
り
確
認
で
き
る
（
挿
図
4
、
5
）。
こ
れ
は
耳
朶
の
金
属
芯
の

残
欠
と
み
る
よ
り
は
、
別
材
彫
出
し
た
耳
を
左
右
と
も
に
釘
二
本
で
固
定
し
た
と
み
る
べ
き
で
あ

ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
両
耳
を
別
材
で
彫
出
し
矧
ぎ
付
け
る
奈
良
時
代
の
事
例
は
、
脱
活
乾
漆
像
で

は
香
川
・
願
興
寺
観
音
菩
薩
坐
像
、
奈
良
・
薬
師
寺
菩
薩
面
部
（
残
欠
）
が
知
ら
れ
る
が
（
（
（

、
木
心

乾
漆
像
で
は
奈
良
・
額
安
寺
虚
空
蔵
菩
薩
半
跏
像
、
同
・
唐
招
提
寺
菩
薩
立
像
が
あ
る
（
（（
（

。

　

像
内
の
内
刳
り
（
前
掲
口
絵
1
、2
参
照
）
は
後
頭
部
、頸
部
、背
部
、腹
部
の
四
箇
所
に
お
い
て
、

ほ
ぼ
正
方
形
の
刳
り
窓
を
開
け
、
臀
部
と
脚
部
裏
に
は
長
方
形
の
刳
り
窓
を
開
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ

か
ら
内
刳
り
を
施
し
、
内
部
で
貫
通
さ
せ
て
い
る
。
刳
り
窓
に
は
蓋
板
を
当
て
る
が
、
い
ず
れ
も

挿図 4　同 頭部 正面挿図 5　同 X 線透過画像（頭部）

挿図 6　同 裙裾部挿図 7　同 裙正面の打ち合わせ部
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二
二

像
本
体
と
は
別
材
と
み
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。
頭
体
の
基
幹
部
に
お
い
て
後
頭
、
背
中
に
方
形

の
刳
り
窓
開
け
て
、
内
刳
り
を
施
し
、
像
内
に
お
い
て
頭
部
と
体
部
の
内
刳
り
を
貫
通
さ
せ
、
し

か
も
像
内
に
お
い
て
比
較
的
深
く
内
刳
り
が
及
ぶ
奈
良
時
代
の
木
心
乾
漆
像
の
事
例
に
、
奈
良
・

興
福
院
阿
弥
陀
三
尊
像
（
（（
（

が
知
ら
れ
る
。
そ
の
手
法
は
降
っ
て
平
安
初
期
（
承
和
期
）
の
真
言
密
教

彫
刻
の
代
表
作
例
で
あ
る
観
心
寺
如
意
輪
観
音
像
（
（（
（

に
ま
で
受
け
継
が
れ
る
手
法
で
あ
る
。
ち
な
み

に
、
先
行
研
究
に
お
い
て
奈
良
時
代
の
脱
活
乾
漆
像
と
木
心
乾
漆
像
の
構
造
技
法
に
密
接
な
関
係

を
認
め
る
指
摘
が
早
く
か
ら
な
さ
れ
て
き
た
が
（
（（
（

、
方
形
の
刳
り
窓
を
後
頭
と
背
中
に
開
け
、
像
内

に
お
い
て
深
く
内
刳
り
を
施
し
て
頭
部
と
体
部
の
内
刳
り
を
貫
通
さ
せ
て
中
空
と
し
、
蓋
板
を
当

て
る
点
や
、
両
耳
を
わ
ざ
わ
ざ
別
材
で
彫
出
し
矧
ぎ
付
け
る
手
法
の
う
ち
に
も
、
同
様
に
奈
良
時

代
の
脱
活
乾
漆
像
の
技
法
に
通
じ
る
も
の
を
認
め
得
る
よ
う
に
私
考
す
る
。

　

本
像
は
木
彫
の
分
類
か
ら
い
え
ば
木
心
乾
漆
造
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
Ｘ
線
透
過
画
像
に
拠

る
限
り
、
表
面
に
充
塡
さ
れ
た
乾
漆
は
像
表
面
を
加
飾
す
る
に
留
ま
る
。
す
な
わ
ち
、
毛
筋
を
と

も
な
う
地
髪
部
（
髪
際
、
鬢
髪
、
後
頭
部
を
含
む
）
の
髪
束
が
乾
漆
で
成
形
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
目

視
で
も
十
分
把
握
が
可
能
で
あ
る
。
た
だ
し
、
現
状
髪
部
の
乾
漆
の
充
塡
は
剝
離
・
剝
落
が
著
し

く
、
当
初
の
造
形
は
右
の
額
上
か
ら
耳
に
及
ぶ
髪
際
の
毛
筋
、
お
よ
び
、
左
耳
上
に
及
ん
で
後
頭

部
左
髪
際
に
残
る
粗
い
毛
筋
に
認
め
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。

　

肉
身
部
は
、
面
部
で
は
唇
付
近
か
ら
三
道
に
か
け
て
数
ミ
リ
の
厚
み
で
乾
漆
を
盛
る
こ
と
が
Ｘ

線
透
過
画
像
（
前
掲
挿
図
2
）
か
ら
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
Ｘ
線
透
過
画
像
に
拠
れ
ば
、
頰
、

顎
、
三
道
の
く
び
れ
も
ま
と
ま
り
よ
く
彫
出
し
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
な
お
、
現
状
の
鼻
翼

の
広
い
鼻
は
木
目
が
周
囲
よ
り
不
鮮
明
で
あ
り
、
当
初
の
そ
れ
を
欠
失
し
、
改
め
て
後
に
補
わ
れ

た
よ
う
で
あ
る
。
一
方
、
胸
腹
部
に
お
け
る
肉
身
は
、
数
ミ
リ
の
厚
み
で
乾
漆
を
盛
る
こ
と
で
微

妙
な
抑
揚
を
現
出
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
Ｘ
線
透
過
画
像
（
前
掲
挿
図
3
）
か
ら
窺
え
る
。

　

着
衣
に
つ
い
て
は
、
衣
褶
表
現
は
も
と
よ
り
、
こ
と
に
条
帛
は
か
た
ち
そ
の
も
の
を
す
べ
て
乾

漆
を
盛
り
つ
け
て
成
形
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
正
面
の
各
着
衣
の
う
ち
左
肩
か
ら
右

脇
腹
に
斜
め
に
わ
た
る
条
帛
、
腹
前
に
舌
状
に
垂
れ
る
裙
の
折
り
返
し
部
、
膝
前
に
お
い
て
上
・

下
に
撓
む
天
衣
の
各
衣
褶
に
は
幾
分
補
修
の
手
が
加
わ
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
右
脛
に
懸
か
る

裙
の
衣
褶
に
比
べ
る
と
、
左
脛
の
そ
れ
は
控
え
目
で
あ
る
が
（
挿
図
6
）、
こ
れ
は
充
塡
さ
れ
た

乾
漆
の
剝
離
・
剝
落
が
進
み
、
そ
の
う
え
か
ら
後
補
の
漆
箔
が
施
さ
れ
て
い
る
も
の
と
判
断
す
る
。

そ
う
と
み
る
と
き
、
正
面
の
着
衣
表
現
に
あ
っ
て
当
初
の
捻
塑
的
造
形
を
比
較
的
よ
く
留
め
て
い

る
の
は
、
上
述
の
右
脚
脛
前
に
お
い
て
左
右
に
入
り
込
む
衣
褶
、
お
よ
び
、
両
足
首
に
及
ぶ
裙
裾

の
襞
で
あ
り
、
こ
の
ほ
か
、
膝
前
中
央
に
お
け
る
裾
の
右
前
に
打
ち
合
わ
せ
た
折
り
た
た
み
の
様

子
（
挿
図
7
）
も
薄
く
乾
漆
を
か
け
て
成
形
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

一
方
、
両
側
面
、
背
面
（
挿
図
8
、
9
）
は
当
初
の
造
形
を
比
較
的
よ
く
留
め
て
お
り
、
両
肩

に
懸
か
る
天
衣
の
衣
褶
、
条
帛
の
か
た
ち
そ
の
も
の
、
さ
ら
に
は
肉
身
の
抑
揚
に
及
ん
で
薄
く
乾

漆
を
表
面
に
か
け
て
成
形
が
な
さ
れ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
（
（（
（

。

（4）
保
存
状
況

　

後
補
部
は
、
頂
上
仏
面
、
頭
上
面
（
現
状
八
面
）
の
す
べ
て
（
木
製
）、
鼻
部
、
右
手
首
以
下
、

挿図 8　同 背面挿図 9　同 左側面
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二
三

挿図 10　同 頭部 右側面

挿図 12 －（2）　同 頭部 左側面

挿図 12 －（1）　聖観音菩薩立像 奈良・璉珹寺

挿図 11　同 頭部 左側面

挿図 12 －（3）　同 裙裾部

左
肘
以
下
、
背
面
裙
裾
の
中
央
右
寄
り
部
と
右
外
側
の
先
端
、
両
足
先
、
天
衣
の
右
大
腿
よ
り
垂

下
し
た
右
前
膞
へ
と
わ
た
る
遊
離
部
お
よ
び
両
外
側
垂
下
部
、
現
状
の
表
面
漆
箔
、
持
物
（
数
珠
、

蓮
華
・
蓮
葉
を
挿
し
た
水
瓶
）、
台
座
の
す
べ
て
。
い
ず
れ
も
近
世
の
補
作
と
み
な
さ
れ
る
。
な
お
、

当
初
は
胸
飾
・
臂
釧
・
腕
釧
を
別
製
に
て
取
り
付
け
た
よ
う
で
あ
る
（
す
べ
て
亡
失
）。
こ
の
ほ
か
、

右
足
踵
の
外
側
部
材
を
亡
失
す
る
。

　

像
背
面
の
裙
裾
の
中
央
に
「
天
神
本
地
／
聖
徳
太
子
御
作
／
菅
山
寺
惣
中
」、
さ
ら
に
そ
の
下

に
「
木
俣
守
前
公
／
御
□（

寄
）附

／
□
□
代
」
と
い
う
江
戸
時
代
に
記
さ
れ
た
銘
記
が
あ
る
（
（（
（

。
髻
部
に

配
さ
れ
た
現
状
の
頂
上
仏
面
、
頭
上
面
は
、
い
ず
れ
も
そ
の
取
り
付
け
状
況
に
お
い
て
髪
部
の
表
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美　

術　

研　

究　
　

四　

一　

四　

号

94

二
四

面
と
馴
染
ん
で
お
ら
ず
、
当
初
よ
り
そ
れ
ら
を
頭
上
に
配
し
て
い
た
と
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

む
し
ろ
、
天
神
（
菅
原
道
真
）
の
本
地
が
十
一
面
観
音
と
さ
れ
る
こ
と
を
承
け
て
近
世
に
改
変
さ

れ
た
と
み
る
の
が
適
切
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
も
と
の
尊
名
に
つ
い
て
は
特
定
し
難
い
（
（（
（

。

　
　
　

二
、
作
風
等
に
つ
い
て

　

本
像
は
鼻
部
が
後
補
で
あ
り
、
膝
前
に
お
い
て
も
後
世
の
補
修
が
加
わ
り
、
そ
の
う
え
、
像
全

体
に
後
世
の
漆
箔
で
覆
わ
れ
る
た
め
に
、
総
じ
て
正
面
観
に
あ
っ
て
は
、
表
情
が
茫
洋
と
し
て
お

り
、
下
半
身
も
い
さ
さ
か
重
苦
し
い
印
象
を
拭
え
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
側
面
（
前
掲
挿
図
8
）

や
背
面
（
前
掲
挿
図
9
）
で
は
整
っ
た
当
初
の
造
形
を
よ
く
留
め
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
髻
の
髪

束
を
三
方
に
振
り
分
け
つ
つ
髪
束
を
重
ね
後
方
に
靡
か
せ
る
様
子
（
挿
図
10
、
11
）
や
、
右
脛
の

裙
に
あ
ら
わ
れ
た
太
い
襞
が
交
互
に
入
り
込
み
つ
つ
、各
襞
の
中
心
を
抉
り
込
む
あ
し
ら
い
方（
前

掲
挿
図
6
）
は
、
純
木
彫
像
の
遺
例
で
は
あ
る
が
、
奈
良
・
璉
珹
寺
聖
観
音
菩
薩
立
像
の
そ
れ
ら

に
通
じ
る
も
の
が
あ
る
（
挿
図
12
）。
ま
た
、
木
心
乾
漆
像
の
内
刳
り
の
手
法
に
お
い
て
、
頭
部

と
体
部
に
お
い
て
別
々
に
方
形
の
刳
り
窓
を
開
け
て
内
刳
り
を
施
し
、
像
内
で
貫
通
さ
せ
つ
つ
内

刳
り
が
像
内
に
深
く
及
ぶ
点
に
、
奈
良
・
興
福
院
阿
弥
陀
三
尊
像
の
そ
れ
に
通
じ
る
も
の
を
本
像

に
認
め
る
と
き
（
既
述
）、
本
像
の
造
像
も
こ
れ
ら
の
作
例
が
造
顕
を
み
た
時
期
と
照
応
す
る
八

世
紀
第
四
四
半
世
紀
頃
を
推
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、九
世
紀
に
降
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
。

　

本
像
を
伝
え
た
菅
山
寺
は
、
大
箕
山
の
裾
野
に
お
い
て
高
時
川
を
隔
て
て
、
奈
良
時
代
の
木
心

乾
漆
造
の
鶏
足
寺
神
将
形
立
像
（
十
二
神
将
像
）
三
体
を
伝
え
た
己
高
山
の
山
系
と
接
し
て
お
り

（
挿
図
13
）、
本
像
を
含
め
て
滋
賀
県
下
で
現
在
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
木
心
乾
漆
像
四
体
が
す
べ
て

当
地
に
集
中
し
て
い
る
。
こ
の
地
が
奈
良
時
代
に
既
に
仏
教
文
化
圏
を
形
成
し
、
そ
の
な
か
で
顕

現
・
受
容
を
み
た
造
像
の
水
準
を
こ
れ
ら
に
垣
間
見
る
こ
と
は
不
可
能
で
は
な
い
（
（（
（

。
本
像
は
い
ま

だ
知
名
度
こ
そ
低
い
も
の
の
、
注
目
す
べ
き
奈
良
時
代
の
木
心
乾
漆
造
の
遺
例
と
し
て
等
閑
視
で

き
な
い
。

註（
1
）　

秀
平
文
忠
「
湖
北
の
木
心
乾
漆
像
」
展
覧
会
図
録
『
近
江
湖
北
の
山
岳
信
仰
』（
市
立
長
浜
城

歴
史
博
物
館
、
二
〇
〇
五
年
）
に
お
い
て
明
か
さ
れ
た
よ
う
に
、
昭
和
二
七
年
（
一
九
五
二
）
に

挿図 13　湖北・余呉　菅山寺周辺の景観（google earth 使用）
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二
五

編
纂
さ
れ
た
『
近
江
伊
香
郡
志
』
上
（
伊
香
郡
郷
土
史
編
纂
会
、
三
八
九
頁
）
に
は
本
像
が
木
心

乾
漆
造
の
天
平
の
古
仏
で
あ
る
こ
と
の
指
摘
が
あ
る
。

（
2
）　

本
像
は
、
市
立
長
浜
城
歴
史
博
物
館
で
開
催
さ
れ
た
「
近
江
湖
北
の
山
岳
信
仰
」（
会
期
二
〇

〇
五
年
二
月
五
日
～
三
月
十
三
日
）
に
お
け
る
出
陳
に
際
し
て
、
そ
の
存
在
が
改
め
て
注
目
さ
れ
、

以
後
、
大
津
市
歴
史
博
物
館
「
石
山
寺
と
湖
南
の
仏
像
―
近
江
と
南
都
を
結
ぶ
仏
の
道
―
」（
会

期
二
〇
〇
八
年
七
月
一
三
日
～
八
月
二
四
日
）、
長
浜
城
歴
史
博
物
館
「
湖
北
の
観
音
―
信
仰
文

化
の
底
流
を
さ
ぐ
る
―
」（
会
期
二
〇
一
二
年
九
月
七
日
～
一
〇
月
一
四
日
）、
東
京
藝
術
大
学
大

学
美
術
館
「
観
音
の
里
の
祈
り
と
く
ら
し
展
―
び
わ
湖
・
長
浜
の
ホ
ト
ケ
た
ち
」（
会
期
二
〇
一

四
年
三
月
二
一
日
～
四
月
一
三
日
）
で
公
開
が
な
さ
れ
た
。

（
3
）　
『
大
日
本
仏
教
全
書
』
寺
誌
叢
書
三
（
一
九
一
五
年
）
四
五
四
頁
。

（
4
）　

註
1
の
前
掲
『
近
江
湖
北
の
山
岳
信
仰
』
の
翻
刻
に
拠
る
。
な
お
、
享
保
一
九
年
（
一
七
三
四
）

に
膳
所
藩
士
・
寒
川
辰
清
に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
た
『
近
江
国
輿
地
志
略
』
巻
第
九
〇
・
伊
香
郡
三

に
収
録
さ
れ
る
菅
山
寺
の
「
縁
起
」
は
、こ
の
元
亀
二
年
に
ま
と
め
ら
れ
た
寺
蔵
の
『
菅
山
寺
縁
起
』

か
ら
抄
出
し
て
和
文
に
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
（『
大
日
本
地
誌
大
系
近
江
国
輿
地
志
略
』
第
二

巻
〈
雄
山
閣
、
二
〇
〇
二
年
〉
に
拠
る
）。

（
5
）　

当
地
の
伝
承
に
よ
れ
ば
菅
原
道
真
が
幼
少
期
に
こ
の
「
大
箕
寺
（
の
ち
の
菅
山
寺
）」
で
修
学

し
た
と
い
う
。『
滋
賀
県
伊
香
郡
誌
』（
滋
賀
県
伊
香
郡
教
育
会
、一
九
〇
三
年
）
所
収
「
余
呉
村
誌
」

収
載
「
北
野
神
社
」
お
よ
び
「
菅
原
神
社
」
由
緒
（
三
一
〇
〜
三
一
二
頁
）
参
照
。

（
6
）　

秀
平
文
忠
「
菅
山
寺
と
大
箕
山
」（
註
1
の
前
掲
図
録
所
載
）。

（
7
）　

調
査
は
長
浜
城
歴
史
博
物
館
に
お
い
て
特
別
展
「
湖
北
の
観
音
―
信
仰
文
化
の
底
流
を
さ
ぐ
る

―
」
開
催
中
の
平
成
二
四
年
一
〇
月
一
三
日
、
佐
々
木
進
、
高
梨
純
次
、
片
山
寛
明
、
井
上
一
稔
、

岩
田
茂
樹
、
佐
々
木
悦
也
、
秀
平
文
忠
、
寺
島
典
之
、
津
田
、
犬
塚
、
皿
井
舞
で
行
っ
た
。
こ
こ
で
、

犬
塚
氏
に
よ
り
提
示
さ
れ
た
Ｘ
線
透
過
撮
影
の
機
材
・
条
件
を
記
し
て
お
く
と
以
下
の
通
り
で
あ

る
。

　
　

Ｘ
線
管
球　

ソ
フ
テ
ッ
ク
ス
K
―
Ⅱ 

　
　

正
側
と
も　

管
電
圧
五
〇
kV
、
管
電
流
三

mA
、
照
射
時
間
三
〇
秒

な
お
、
撮
影
は
正
側
と
も
に
四
分
割
し
、
各
部
位
に
お
い
て
管
球
と
正
対
さ
せ
て
撮
影
を
行
っ

た
。
図
版
1
、
2
に
提
示
し
た
Ｘ
線
透
過
画
像
は
、
犬
塚
氏
よ
り
提
供
を
受
け
た
四
分
割
画
像
を

正
面
・
側
面
と
も
に
津
田
の
方
で
繫
い
だ
も
の
で
あ
る
こ
と
を
予
め
断
っ
て
お
く
。

（
8
）　

限
ら
れ
た
時
間
内
で
の
調
査
で
あ
っ
た
た
め
、
犬
塚
氏
に
よ
る
Ｘ
線
透
過
撮
影
を
優
先
さ
せ
、

法
量
に
つ
い
て
は
計
測
せ
ず
、
註
１
の
秀
平
文
忠
前
掲
論
文
に
従
っ
た
。
な
お
、
こ
の
像
高
は
頂

上
仏
面
を
含
む
も
の
と
み
ら
れ
る
。
こ
こ
で
他
の
法
量
を
上
述
の
論
文
に
拠
っ
て
列
記
し
て
お
く

と
以
下
の
通
り
で
あ
る
（
単
位
は
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）。

　
　

頂
―
顎　

二
五
・
〇　
　
　

胸　

奥　

一
五
・
〇　
　
　
　
　

台
座
総
高　
　

四
四
・
二

　
　

面　

長　

一
〇
・
一　
　
　

腹　

奥　

一
四
・
七　
　
　
　
　

同　

框
奥　
　

四
八
・
七

　
　

面　

幅　

一
〇
・
三　
　
　

肘　

張　

三
一
・
三　
　
　
　
　

同　

框
幅　
　

四
一
・
三

　
　

耳　

張　

一
二
・
四　
　
　

裾　

張　

二
八
・
九

　
　

面　

奥　

一
三
・
四　
　
　

足
先
開
（
外
）
一
九
・
〇

（
9
）　

東
京
文
化
財
研
究
所
編
『
研
究
資
料
脱
活
乾
漆
像
の
技
法
』（
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
一

一
年
）
六
～
七
頁
、
五
四
～
五
五
頁
。
津
田
徹
英
「
脱
活
乾
漆
技
法
覚
書
」『
同
』
二
六
、
三
〇
頁
。

（
10
）　

本
間
正
義
「
額
安
寺
虚
空
蔵
菩
薩
半
跏
像
」、「
唐
招
提
寺
菩
薩
立
像
Ⅰ
」『
Ｘ
線
に
よ
る
木
心

乾
漆
像
の
研
究
』
三
八
～
五
三
頁
、
二
〇
一
～
二
〇
四
頁
、『
同
』
別
冊
四
八
～
五
七
頁
、
二
一

八
～
二
二
三
頁
（
美
術
出
版
社
、
一
九
八
七
年
）。
な
お
、
同
書
で
は
奈
良
・
法
隆
寺
伝
法
堂
東

の
間
阿
弥
陀
三
尊
像
の
う
ち
の
中
尊
・
阿
弥
陀
如
来
坐
像
お
よ
び
左
脇
侍
・
勢
至
菩
薩
立
像
の
Ｘ

線
透
過
画
像
の
解
析
に
お
い
て
、
い
ず
れ
も
耳
半
ば
や
や
下
に
写
し
出
さ
れ
た
に
金
属
片
（
中
尊

像
は
そ
の
痕
跡
）
を
耳
朶
の
鉄
心
と
解
し
て
い
る
が
（『
同
』
三
四
頁
、『
同
』
別
冊
三
七
、四
三
頁
）、

私
見
で
は
、
別
材
彫
出
し
た
耳
を
矧
ぎ
付
け
る
た
め
に
打
た
れ
た
金
属
釘
で
あ
っ
た
よ
う
に
考
え

る
。

（
11
）　

本
間
正
義
「
興
福
院
阿
弥
陀
三
尊
像
」（
註
10
の
『
Ｘ
線
に
よ
る
木
心
乾
漆
像
の
研
究
』
一
二

四
～
一
四
八
頁
、『
同
』
別
冊
一
一
二
～
一
四
七
頁
。

（
12
）　

観
心
寺
如
意
輪
観
音
像
の
構
造
に
つ
い
て
は
『
日
本
彫
刻
史
基
礎
資
料
集
成
平
安
時
代
重
要

作
品
篇
』
三
巻
（
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
七
七
年
）
に
拠
る
。

（
13
）　

こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
、
木
心
乾
漆
像
の
遺
例
で
あ
る
奈
良
・
法
隆
寺
伝
法
堂
東
の
間
阿
弥
陀

三
尊
像
の
Ｘ
線
透
過
画
像
の
解
析
を
通
じ
て
、
早
く
に
、
久
野
建
「
木
心
乾
漆
像
に
つ
い
て
」（『
美

術
研
究
』
一
七
一
号
、
東
京
国
立
文
化
財
研
究
所
、
一
九
五
三
年
）
に
お
い
て
、
像
内
を
中
空
に

し
て
構
造
材
を
入
れ
る
技
法
に
着
目
し
て
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
を
「
木
骨
木
心
乾
漆
像
」

と
名
付
け
る
と
と
も
に
、
脱
活
乾
漆
像
か
ら
木
心
乾
漆
像
が
生
ま
れ
た
こ
と
を
暗
示
す
る
過
渡
的

な
造
像
法
で
あ
っ
た
と
論
じ
た
こ
と
に
窺
え
る
。
ま
た
、
本
間
正
義
『
天
平
彫
刻
の
技
法
―
古
典

塑
像
と
乾
漆
像
に
つ
い
て
―
』（
雄
山
閣
出
版
、
一
九
九
八
年
）
に
お
い
て
も
、
こ
の
考
え
方
は

継
承
さ
れ
て
お
り
、
同
じ
く
法
隆
寺
伝
法
堂
東
の
間
左
脇
侍
・
勢
至
菩
薩
立
像
の
構
造
技
法
を
め

ぐ
っ
て
「
脱
活
乾
漆
造
り
と
木
心
乾
漆
造
り
と
の
密
接
な
関
係
を
示
す
と
と
も
に
、
そ
の
前
後
関

係
、
さ
ら
に
前
者
か
ら
後
者
へ
移
行
す
る
一
つ
の
過
程
を
示
す
実
例
と
し
て
」
捉
え
て
い
る
（
一

二
九
頁
、
な
お
、
こ
れ
に
先
行
し
て
註
10
の
『
Ｘ
線
に
よ
る
木
心
乾
漆
像
の
研
究
』
三
六
頁
に
も

同
じ
指
摘
が
あ
る
）。

（
14
）　

筆
者
は
実
見
し
て
い
な
い
が
、註
1
の
前
掲
図
録
『
近
江
湖
北
の
山
岳
信
仰
』
所
収
の
図
版
（
八

三
頁
）
に
し
た
が
え
ば
、
台
座
裏
の
八
角
框
天
板
に
「
寛
政
十
三
辛
酉
年
」「
享
和
元
年
□
／
天
神
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二
六

九
百
年
忌
／
寄
進
之
ス
」、
同
添
え
板
木
に
「
彦
根
家
中
」「
木
俣
土
佐
守
前
公
寄
附
」「
母
清
玉
院

殿
寄
附
」「
菅
山
寺
天
神
本
地
／
ト
ス
」
の
墨
書
銘
が
あ
る
。
こ
れ
を
台
座
の
み
の
寄
進
と
み
る

か
尊
像
を
含
む
寄
進
と
み
る
か
は
明
確
で
な
い
。

（
15
）
な
お
、註
１
の
秀
平
文
忠「
湖
北
の
木
心
乾
漆
像
」で
は
、本
像
の
乾
漆（
木
屎
漆
）に
つ
い
て
、「
木

心
部
の
上
に
木
屎
漆
を
盛
り
上
げ
、
下
地
を
作
ら
ず
に
直
接
黒
漆
を
塗
っ
て
、
漆
箔
を
施
し
た
の

が
造
立
当
初
の
第
一
層
と
考
え
ら
れ
る
」
と
の
認
識
を
示
す
と
と
も
に
、
高
梨
純
次
氏
の
本
像
所

見
を
引
用
し
て
「
用
い
ら
れ
た
木
屎
漆
は
、
木
く
ず
が
多
く
漆
分
が
少
な
め
で
、
ス
サ
と
思
わ
れ

る
繊
維
が
多
く
含
ま
れ
る
の
が
特
色
で
、
鶏
足
寺
像
（
津
田
註=

神
将
形
立
像
三
軀
）
の
よ
う
な

下
地
処
理
が
見
受
け
ら
れ
な
い
」
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

（
16
）　

仮
に
当
初
か
ら
菅
山
寺
に
伝
来
し
て
い
た
と
い
う
前
提
に
立
つ
と
き
、
元
亀
二
年
に
ま
と
め
ら

れ
た
寺
蔵
の
『
菅
山
寺
縁
起
』
に
お
い
て
、
白
山
妙
理
権
現
等
と
と
も
に
天
満
天
神
を
勧
請
し
て

五
所
権
現
と
な
し
、
そ
の
本
地
と
し
て
「
弥
陀
、
釈
迦
、
正
観
音
、
地
蔵
、
十
一
面
」
の
各
尊
に

言
及
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
尊
像
の
安
置
が
あ
っ
た
よ
う
で
も
あ
る
。
本
像
が
天
神
の
本
地
と
し
て

当
初
、「
十
一
面
」
観
音
菩
薩
像
と
し
て
造
顕
さ
れ
た
の
で
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
こ
に
述
べ

ら
れ
る
「
正
観
音
」
菩
薩
像
に
比
定
す
る
こ
と
も
一
案
で
あ
ろ
う
。

（
17
）　

湖
北
の
奈
良
時
代
に
遡
る
仏
教
文
化
と
造
像
に
つ
い
て
は
以
下
の
論
考
が
あ
る
。

田
中
日
佐
夫
「
湖
北
の
美
術
」『
古
美
術
』
二
九
号
・
特
集
湖
北
の
美
術
、
三
彩
社
、
一
九
七
〇
年
。

高
梨
純
次
「
滋
賀
・
鶏
足
寺
木
心
乾
漆
造
十
二
神
将
像
に
つ
い
て
―
そ
の
制
作
年
代
の
推
定
―
」

『
M
U
S
E
U
M
』
四
三
七
号
、
東
京
国
立
博
物
館
、
一
九
八
七
年
（
の
ち
「
長
浜
市
木
之
本
町
・

鶏
足
寺
木
心
乾
漆
造
十
二
神
将
像
の
制
作
年
代
に
つ
い
て
」
と
改
題
の
う
え
同
『
近
江
の
古
像
』

思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
四
年
に
収
録
）。

高
梨
純
次「
己
高
山
寺
の
草
創
」『
鶏
足
寺
の
文
化
財
２〈
美
術
・
工
芸
編
〉』木
之
本
町
教
育
委
員
会
、

二
〇
〇
三
年
（
の
ち
同
『
近
江
の
古
像
』
に
収
録
）。

〈
付
記
〉

　

菅
山
寺
十
一
面
観
音
菩
薩
立
像
の
図
版
な
ら
び
に
挿
図
に
使
用
し
た
画
像
は
、
寺
島
典
人
氏
よ
り
提
供

を
い
た
だ
い
た
。
挿
図
12
―
(1)
、(3)
は
東
京
国
立
博
物
館
特
別
展
図
録
『
仏
像
一
木
に
こ
め
ら
れ
た
祈
り
』

（
二
〇
〇
六
年
）
よ
り
、
挿
図
12
―
(2)
は
久
野
健
編
『
仏
像
集
成
５
日
本
の
仏
像
〈
奈
良
Ⅰ
〉』（
学
生
社
、

一
九
九
四
年
）
か
ら
の
複
写
で
あ
る
。

（
つ
だ
て
つ
え
い
・
企
画
情
報
部
文
化
形
成
研
究
室
長
）
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